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自
国ヨ 島の概要

地 目： 和歌山川西牟婁郡白浜町宇品3739番地，lL1林 ， 保安林， ！!Ii~致地区。

位 置 ：和歌山県田辺湾の南東部にあり。.i:-0の西北角，標高 14mの丘上にある三灼点は

北 総 33度41分37.5秒

京経 135度21分56.9秒

面積： 従米の公的面的 2町 6反 4畝2421メ（79441十）

｜！日和43午8月実rJllJ値 26529 m2 (8025坪）

地形および地質 ：約 250mの底辺を北にして， 約 300mを南に伸びる制長い三ffJJI；の本山（25981m2)

と， その回h約 150mにある小さい岡山，小丸山 （548m2.ただし， 本名称、は巷聞にあやまり呼ばれ

ている俗称であるD 以下便宜上本名称を使用 した。）よ りなっている。 本 t臼の西北部は， 高i!:YJU ~J= tζ水

没する岩礁をな して西方に延び，小丸山を越えてほぼ 350mlζ達する。本山西南岸の大部分および

束岸 ・束南附の l部は砂浜をなしているが，その仙の部分はすべて， 第三紀砂右あるいは礁岩より な

っている。 小メ－u誌の南西部には，泥火111＼ζ由米する泥板岩岩脈の露出がある。

本山北部および束北部は小高い丘をなし，崖となって海に迫っている。南端部も同じく丘となり，

両者の間Kは，吏lζ小丘lζ｜悩てられて広狭2平J:ll部がある。本μ，小メl山ともに値生は松を主要素と

し，1f白胞の瀧本が下生えをなしている。その＇－ IJtζネズ ミドオシな どが見られることから推して，畠l誌

は十!JI!斗と造って，処女林ではないと考え られている。平坦地はかつて桑自！として使用されていたが，

これが白鳥の名称のl1~1 米であろ う D しかし ， Q名に関 しては， 遠く源平合戦の時代に遡って， も旗楊

げj；百 ＋ を起 i!J~i とする説もある。

畠島潮間帯の概況 ：田辺湾においては，最高約 2mまでの干満差が認め られる。 と乙ろで，i1:9J高約

30cm以下の干j仰に際しては，本，1；；の西1WJlζ，ほほ烏の面杭に匹敵する広大な沖JJ問；：1；：が長谷出する。本

日 ・小メL,1:-0問の以出城南半部は砂乃至は砂泥地であるが，仙はすべて岩Wtをなしており，特に消l間；日；

Tl_§ if;M部におけ るゐ1・＠~はいちじるしい。 小丸 l誌の付近には， かなり 広い疎地があり ，小丸島 と西端岩礁

との聞には，いちじるしい転石北がある。砂泥地；：I ~：の束半分には， 現在ウミヒノグモが生育 しており ，

本山西北部寄りの 1liP~ tζは牒を混じたアオ ノリ ，：I ~：がある。キ~－ 7~f.（；：域にも ， 平J:i=l. なフ ラ ッ 卜・ 緩急、さ まざ

まな似斜面 ・JI・＇，l::1jれ固な どの変化があり，また，いわゆる漣痕 ・乾裂 ・団塊 ・あるいはMltiuの化石

などの地質学的記録がと どめられている。

（表紙写真説明〉 田辺内の南方山地からr1i1J~IYJ 時の畠島お よび小九島を望む。手前に数台の真珠養ダ｜宣筏が浮か

んでいる。

一ーー...iiilllll1



畠島の海岸生物相

つ
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田辺湾一帯の生物相 ：紀初こj"'.,1;,juJ1生Iiド，ほ YJ 凶＼：＇1~33J_Q 42 j ｝＇仁lζ111心をもっている川辺川は，｜些IIkj~~ I 行

部から紀伊半ιにかけてω地 11；と点流する思i＇： ~J 比のために， l民 iれの与三和1.~ を強 く叉けて， 熱，：！Ht ・ ii Ht~~ 

川性の出産生物が：：＇.~： ，，.；~；で ある 。 ）どに ， その地）｜ラがきわめて後雑であるために， J青臭 iii) には，；m,:1~ ：i乙広

く」よられる沿岸性 ・｜什的＇Vi：：の生物も数多くすんでいる。両者を台して，湾を111心とする紀尚一心；から

う、けられている生物は，ザI］えば住l、畑、はLOOOH:lζjllく，貝知はが01,300H:, イシサン コー矧はが060H:, if1i泌

矧は 420極のmくべき数字に達しているD
付近の気似もきわめておだやかであり， lリjるい｜山 .i91i'l '1する？lu'i)j~ ・ 大制似な u 本庭 l ~i\irもまがうば

かりの栴if似と相まって， 湾の p(jを J包く白浜 IIり を M~光地として名高くしている。 j奇奥 ）J~のほぼ 1 j1央に

ある＋111,1；占は，；ll・i.熱，：I ~ ：，性樹木よりなる iljt処女林として天然U念物 lこ指定されているD

LEI辺湾のi11iJ11：生物は，J]i.にその利類が多く変化lこ’ムんでいるだけではない。問先や：Jミll'i1教tJlζ必要

な数lb；；をJ:nliえる乙とができる生物のH::fJ;iが渋くほど多い。例えばイ、lili の前川を－；~する 11\Jlζ，10刊以

上のウニ類が (ij~察され， そのうちの 8Hi くらいを ！iH先や夫？！？の材料に川し 1 る乙とができる。

このように拘.1!J~生物に山み，また）凪抜から保 ，：笠されたきわめて安全な｛淀川水域を作え， しかも京｜批

判lからさほど）tJ1！：れていなし4」在の白沢の地は，if1jl半生物！リ｜先の Jt＇として .~Jk iζl~ ｝J:l的な Jtj所である。 ほ

ぼ半世紀の以前に，乙 ）.iζ1:if,,・; 1句研究所の，i元致を策した和歌｜｜｜以および当叫の瀬戸j；、j当局の先川の lリ！

と， 乙の地lζ ！Jf-先所設 li'•'i＇.を決定した当 11与の京都千行 1~1~ 1 大学｜則係者の中11i'Miな判断 lζ は ， ただただ感服のほ

カユなし）0

白山およびその付属山間；は坂田昇ーと相対して， i間不夕、fl・111.l"ihlJ.キ｜｜｜町制iなと、の入江によって，きわ

めて俊雄なよ山形を呈している向奥点ドUi'.;r） を外洋と 1;1＼~j てるように， ほ Y京i担 l乙長く fJ'iiたわっているo

第 1I送L 出品のJRY'Hff］。ここにはほぼ‘ 300m2の＋：j:!Jーなおi慌がある。
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外仰の；j＇（ は 日 ,I~ と 十111 .＇；；； の「！日から ， ,i＇.~j の 束。［lj （本深約 20mまで）を通って束南湾奥部に流入し，湾

奥部の内湾;j'(は！；五日rJ{Jl lj の ?l い；j＇（路 （本深約 lOm） を経て流山する。 従って， ，f0 の束および南:t;J~{Jlljで、

は市町きわめてj1{JrKlで，’,1;'¥・11与fiJf}RJl'IのIU地として使用できる。また，そのjギは更新皮の低い内湾（小山：水

lζ仇われている。乙れに反して， Iもの四および西北側は清澄な外洋水に洗われている。乙の事と，出

特にj仙間刊の波新（；な地JI三がかみ合って，田辺湾に見られるほとんと、の椋類の地形や生物環境が集約的

に白rhひとつに再現されているかの仰がある。

畠島潮間帯の生物相 ：この被維な山境を反映して，任l辺湾ー；ri~：における前記の豊富な生物相もまた，

そのほとんどを島日において集約的に見る ことができる。外洋水の強いi1:9J流を必要とする八放サンゴ

類 ・大部分のイシサンコ、、類は別として，めぼしい栴岸生物のほとんどは，自を一周する聞に観察する

ことができる。動物発生学の基礎を教え，あるいは受粘ーや初期発生の機＋i11Jを究めるための材料として

欠く乙とのできないウニを例にとれば，日を一巡するだけでムラサキウニ・ ガンガゼ・タワシウニ ・

ナガウニ・ ノイフンウニ・コ シダカウニ・ラッノぞウニ・シラヒゲウニ・アカウニ・サンシ ョウウニ・ヒ

メウニなどを刷察でき，その数liTIは！前：実にlrJl31や実？？に供するこ とができる。また，それぞれの特徴

を貝えた地点には，特有の生物相が先達していて，海岸生物の生態を研究し，教育するに当つての川

本地点が数多く形成されている。

田辺湾一；！日：において，乙の島においてのみ確実容易に矧察できる動物も，すくなからず知られてい

る。ムラサキハナギンチヤク・ウ ミシャボテンは白島岩礁地域南側砂泥地の低川線下を，ミサキギボ

シムシは同区域十！？！間借砂地を，ニセクロナマ コ は小丸島西側のlj!~石；！日を湾ー刊における主陸息地とし

ている。

以上に述べた生物相を，山を－；－~，］するつもりで簡単に描写してみよう。

学生実習のJJ,j合にならって，出lが干き始めた頃lζ船を島の東南角lζ着ける。乙〉は岩礁がほ ），.＇＇300 

mzの平j[t地（フラット） をなしているD その海｛WJは低い！？特り上りに，陸側は崖裾lと限られており，

ー；：，r~：にはかなりの広さのきわめて浅い i1:9J だまり （タイ ドプーノレ）が散在している。

崖裾のしぶ き； I ~：から？1 :9J 問，： I~：上位にかけては， 温帯南部外洋性のアラレタマキビが撒きちらされてお

り，それに僅かながら亜熱川外洋性のイボタマキピが混っているD 乙れらの群集の下部，やや蔭にな

ったと乙ろには，温北内湾性のタマキ ビが潜んでいる。 乙のタマキビ帯の下には，イワフジツボの群

が細い帯をなしている場所があり，そ乙の岩盤の；！fiJ目や凹みには，クログチガイという小さい黒い二

枚貝が群っている。 内湾性のシロスジフジツボが；出；の下縁に小群をなしていることがある。

崖裾i乙近いフラッ トの表面は薄く砂をかぶり，その砂はある{IEの藍藻によって固められている。そ

とにある浅いタイドプーノレの水は，夏季には湯のように温かくなる。とのデールの底には，シロカラ

マツガイが伺い，コビトウラウズガイと呼ぶ微小な巻貝が黒い砂を撒し1たように散らばっている。淘

{Jlljtc:::ill;むに従って，岩礁上の砂はなくなり，ケガキが付着してくる。荒い波にさらされている場所に

すんでいるケガキに比べて， ~；~の突起が小さい乙とが自につく。 こ のあたり にあ るや〉深いタイドプ

ーノレには，ウ ノアシ ・スガイ ・ゴマフニナ ・カヤノミカニモリなどのを貝が現れはじめ，蔭になった

ところにはアゴハゼやイソスジエビを見る 乙と もできる。
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アラッ トifij(![ljUJ山1r1iには，イ宇手アオサがJ'i.る。こ〉から11¥i1:uw1：にポる二味、l1f1iには1！日数ω小さいタ イ

トc プールがあるが， 一川は -f~f .:f lζはウミト ラノオに出われている。プールU)l ~J1 lこはカリガネエガ‘イ が

H おしており，スガイ ・イシダタミ ・アマガイ ・アマオブネ ・レイシ ・レイシダマシ ・ウネレイシ夕、

マシ ・イボニシなどのとH.lが凡られ，ヒザラガイ ・ヨメガカサ ・マツバガイ ・スソカケ力、、イなどり＇Iづく

休動物がくっついている。；J<.111 lζは，クロ イソカイメン ・ダイダイイソカイ メンおよびタテジマイソ

ギンチヤ ク ・ヨロ イイ ソギンチヤクがいる 0 y~~ や山 U)l!'iJ には，作filiu）ヨコエビ ・ウツムシ ・ウミウシ

なと、が治んでいる。

低i1:u1r~1~ から断深，： 1 ~ ： i主1!JI・にかけては，＇.／；－，ととは力サネ カンザシやクジャクガイω白川’民lこ出われ，イ ボ

ニ シ ・ レイ シダマシが集って， ホーズキ（卵袈） を ｝~じみつけている Jtj1f1iも刷察される。とこ ろどこ ろ

にヒバ リガイ モドキの別抗があり，いたる！肝にキクノハナガイが｛、J・若しているa また，アコヤ力、、イ も

I ＼文~ ~ される。

乙うして， 乙ωフラ‘y 卜lζ しばらくカユがみ乙んでいるだ、けで，外j下．｜／サ7;11t1il1j ・Iゾ

」よし，またi1:u1川川／｜：物の垂直（i'-JなすみわけをFiJ.f1げすることができる。

乙のフ ラットのす ぐ凶北にあるふ＇°－；・Mtlこは，特にアマガイ が多い。

第 21主1. 畠j誌の凶Jじl判三j(j人＇J,-/Jミら小）L,1誌を望む。 小九島のイIプjはるかに， lぶ大な

ltfil y;/ij .：／~· liJ,1;；が見える 。 手前の ~ 1正 J\1. な ：t; j(1i ~こは，いわゆる拙痕が支lj ま れている 。

こ の；＇＼I~i} Iこもtいてはほ‘ 200mによ（る砂浜がある。 かつてここω抄11iiこ は熱心~： ti:.のイソハマグリが

跳F（し，そのートー伎にはスナゴカイやlHのイカリナマコがすんでいたが，（11Jらの川悠もfj-われなかっ

たために， （i少 iF は秘返し 1J:Li り I~ され， ／？では イ·＇／＇！： 7'J＞の イソ ハマグリを記長すのみである。 砂浜 lζ打」二け・ら

れた向藻ω下には，ヨコエビの 1 磁ハマ トビムシやハネ カクシ ・ ゴ、ミ ムシ ・ 卜ビムシな どの昆~がm~

がり ， 藻がJ~＇ fiu；する W!} J切 には， その下に イソ ミミズが_I, ~ られる。
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第 3凶．東南角止；礁につづいて，ほほ‘ 200m に亘る砂浜がある。

（南側から撮影）

！沙iE北rmic1主するアオノリ，：1；：はウミニナの純粋密集肝拾をなしている。その付近の））（し1妙、，：1；：ではコ

メツキガニ ・スナガニの小さいれ治をfiM察することができる。

l沙iE南部lζJ主する砂泥川は，かつてアマモに訟われており，それにウミヒルモを出じていたD 乙の

似1!1tcはスジホシムシモドキとよぷ大型ホシムシやテッポウエビが多数すんでおり，シラオガイ ・シ

ロマスホウ ・ウ メノハナガイなどの二枚貝や，ムシロガイ・力ニモリガイなどのどさ貝がすんでいて，

ひとつの大切な川本地点をなしていた。ところが，ある春以米，大i1:9JB,J'=tc，数人の漁業者がスジホシ

ムシモドキを，続いてテッポ ウエビをがJf!i1：として採集するために，このアマモJ払を徹底的lζ1111！り返し

たため，アマモは 1;'.tも伐さず枯れ果て，小さいウミヒノレモをまばらに見るのみである口 この地点に

おけるホシム シは絶滅し，テッポ ウエビもきわめて稀である。現在では，タツナミガイが点々と見ら

れ，タマシキゴカ イの卵塊やツメタガイの卵塊（スナジヤワン）を兄るζ とができ る。アマモj弘の再

生はきわめて1-1'1蹴とされているが，？句作の地）｜ラ安定および沿岸水政保持の制点から重要視され，いく

らかの試みがなされている。 乙の地点は将米，乙のTillの実験用地として使用できょう。

乙乙から西lζ岩慌を附てて粗し1砂原がある。岩礁の裾には多数のオオヘビガイ が付着しており，岩

上にはクロフジツボが現われて，外洋のl性格が強くなった乙とを示している。さて，この砂原は，表

WITから｛主かの深さで有機質lζ富んだ黒い砂泥となる。 こ乙ではミ サキギボちムシの糞塊が以もいちじ

るしい。あるJJ;jlfrには，スナタパムシの群拡があり，低i11YJ紋付近および断深川浅所には， 卜ゲモミジ

ガイ ・スナヤツデヒト デ ・ヨツアナカシノマンなどの林皮革！］！｜九サツマアカガイ ・マガキガイなどの熱

川性貝煩を見ることができるつ数は多くないが，ツパサゴカイの栄も凡られ，またシヤミセンガイや

ガンゼキゴカイの怯管が凡られたこともあるから，保護の手が伸びれば非常にili1白いJJ;j所となるかも

女｜｜れない。 とこから束の砂泥地にかけて，浅い；J<.111にはホーキムシの小群落が兄られ，またそ乙 Iζ桜
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第41玄L ｛沙浜北部に接するア才ノリ ；市はクミニナの純粋密集群落をなしている。

島の西北｜判三角点から見下す。

んでいるハボウキガイ は，アコヤガイと共に主要漁業対象物としてその一般採集が禁止されている。

ー，：1；：に散在している古いイシサンゴの骨怖や大きい貝殻には，湾奥部の11H!J筏などから漂い出たシロ

ボヤ ・ムラサキイガイ などイ寸着動物の幼生が付着し生長している ことがあって面白い。

砂）J立を小丸山lζ向って進むと牒，：1；：がある。礁の聞の砂巾にはアサリ・ヒメアサリおよびケマンガイ

がいるが，久しきに亘って全くの手放しの状態であったため，乙れらの貝類は勿論，それ以外の牒品

ill!J物相も ， ~~~返し侃起されて衰退の危険に瀕している。上位と下位とで差はあるが， 一般に珠の下面

にはアオガイ ・ヒザラガイ ・ケハダヒザラガイが付着し，大型動物ではヤ ドカリ 類 ・カニダマシ ・ヒ

ライソガニ・ オオギガニなどの甲殻類，およびス力、、イ・イ シダタミ ・クマノ コガイ ・イソニナなどの

員類が見られる。 下位にあるやや大きい石の下 1lri は，ヤ ヴ コ カンザシなどの位管に覆われ， 熱；：＝1~：性の

ムラサキクノレマナマ コ・ その仙のナマコ類が潜んでいる乙とがある。

小丸島の南に突出している岩政では，もはや外洋の性格が非常に強く ，低湖線付近にはウニの群落

が見られ，被当りの強い岩田はうた起の発達したケガキおよびクロフジツボに覆われている。 小さい入

江を抱く反対日[IJの岩lliiには，泥をかぶってヒバリガイの群硲に覆われたところがあり，特にこの部分

にはイソアワモチが多い。小丸島のすぐ南西にある泥板岩岩脈部には，ニホガイモドキ ・セミアサリ

のような穿孔性二枚貝が見られ，付近には特にカヤノミカニモリのいちじるしい群落がある。

この部分と大きな西1JllJ宕係地，；ff，との聞にも，や〉 レベノレの低い疎，：i ~：がある。 ここでは，礁の下面は

ヤッコカンザシの段管lζ覆われているO 動物相はほ Y前記の牒；；？に似ているが，ムラサキクノレマナマ

コを確実に見る乙 とができ，また右下にはパフンウニが散凡される。

小丸，（rjと西側右前：地；：1；の問には， いちじるしい転石 （boulder）地イじがある。その大部分を占める

京側は干湖町にも浅い水をたたえ，西側｜！の1部は大i1JYJ時には干上る。特に生物に富むのはその東側部
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分である。そこでは；J<.1j1tこ大きな熱川・＇l1l:_UJニセ クロ ナマコを悦夫に」よる乙とができる。低利を返すと

そω－卜1iu（乙弁刷の／fl):~： l il ・ヒド ロゾア ・ コケ ムシ ・ ホヤ煩などの付1~i＇.助物を ， ま たムラサキウニおよひ

熱，：:; '111：桁I1J JI予のナガウニをその下にきわめて；lff.通に川ることができ，それに削ってパフンウニ ・アカ

ウニを，やや訪日いと 乙ろでは士礼：：；：判－：ωシラヒゲウニ ・ラッノぐウニを」よることができる口 ヒト デではヌ

ノメイ 卜マキが最も判通であ る。石を返すと，アワビ ・ト コブシのほかウラウズガイ・ ギンタカハマ

・ ウ ズイチモンジ ・ クボガイおよびガンガラの類がきわめて普通にJ~ られたが，その採J=il-j がえは；1;1j され

なかったために，現在ではイソモノとして価値の低いガンガ、ラ類以外はすくなくなった。ウス ヒザラ

ガイ ・オ トメガサ ・フ 卜コ ロガイ ・マツムシガイ ・ムギガイ ・メダカラカポイなど一般に人目をひかぬ

軟体動物は，現在でも普通に」よることができ る。 しかし，1ji£石をひっくり返 したま 〉で放！1"'1＇.するため

に，付着生物が死滅して，観察の計画に思わぬつまづきが起る 乙とがある。 シワホラダマ シガ‘イ の員

第 5図．粗い1沙！京はまだすっかり干上っていない。小）L!誌に／（1］って ここを沙ると隙叩：がある。

さらに小さい入江を削てて，小h島から14-iに矢11＼してい る広一般が見える。

伐の上にほ米色のAt'(：体を（／｜：るカ イウミ ヒドラ もこの部分で抹 し求めることができ る。 乙の転石川凶1JllJ

の部分では， 石の下lζサ ンショ ウウニ ・ ヒ メ ウニを見ることができ ， 柿には石の l~1d の砂 1 111乙オ オブン

ブクを見つけることがある。 乙の転石川を丁寧に観察すれば， l~~ I以がない程の多杭多様の 1/1fJ-'f:動物に

抜する乙とができる。

｜担f}[lj1~· !1：＼（~ 1山，： 1~ ： （ζは2.i±のいちじるしいJ.:f.i'if5があり，そのllUiζ浅いタイドプールがμられる出」或があ

る。Li羽目の蔭になった！肝にはチゴケムシ ・ウミシパなどのヒドロ虫知の＇.lfl：治がμられ，タイ ドプーノレ

の中 には キ クメイシモドキの間体がλ られる。 i生1 1JllJ 1' ;·1iJ,（；は一般に米に肖く i~il乙 ｛~i~4 して， ゆるやかに

ノkl乙没している。 その凶‘ ：｜ じ1り か らこ｜ じ J~j±Iζ沿うては， 特 l乙外洋的性格が強い。 一凶北J-rJ で はカメ ノテ ・ ク

ロフジツボが混合した上位からp クロフジツボとケガキのrmった「J=i位を経て，強校区域の特徴を示す
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と乙 ろのム ラサキインコ川およびオオ アカフジツボよ りなる下位 ic :=:f る :i~移を－＂~る乙とができる。 トI f!·

深，：1;: iム！肝lこはウミシダが」よられ， L；の「rniζ凡られるウニ類も概して大型である。111位以トーの山(iJ.（、ぷ1(11

は広くソ、ノーや小型テングサ類を主とする紅藻類に裂われ，その間にギンタカハマ・イトマキボラ・力

コボラ・ メクラガイなどのとS貝をλつけることができる。氷仁｜二Ji乙はホンダワラ類やク ロメなどの株が

ある。

込； ！if. （＼西側には一面lζ ウニのI~下落が児られる。 ウニの各但｜がそれぞれに小さい穴を山有している械が

面白い。その主要素はムラサキウニ ・タワシウニおよびナガウニである。 乙こには柿ーにクロウニやサ

ンゴイソギンチヤクが見られるD 熱，：：；：性のコシダカウニは，卵 lこ色素がすくなく， 実験?rJ~察 lこ最も j必

しているが，この岩礁一川で相当数を矧察する乙とができる。 しかし，このウニの増以にはムラが多

い。低；1：リj線付）.江i乙イガイやクロチョウガイを見ることも稀にある。

第 6図． 島の北部i~＂.： 下の狭いプラット。ここの浅いプーノレにはチグリオプスが繁殖する。

（島の凶北1;111三川点から見干す）

乙の区域には数個の大型タ イドプールがあり，その＇－I二lにガンガゼやソラスズメダイの群が見られ

る。プーノレの陪や，そのc1:1の岩の表国は紅い石灰藻のために美しく彩られており，それだけでも美 し

い眺めである。

帰りは小丸山東側の1~；－ rl（（＼ を辿ろう 。 小さい入江を 1;1＼~j てた j斗ω米側にある~；·(i,f.!i は，表j(Jj ！ζ泥をかぶっ

て，ヒバリガイの密集群落に覆われている。岩間、伝いに白山本山のl!.fi北角に至ると， 乙乙 はほぼ

lOOOm2のフラッ トをなしている。いわゆる漣痕が天然記念物の指定を受けているのはこの部分であ

る 。 乙の祉i痕の＇，~見上った部分がイワフジツボ l乙覆われて白っぽく，谷部がクログチガイに覆われて黒

く，まるでガンゼキで掃いた跡のように歴然と凡えるIIもーがあって面白い。 プラットをfJIJ’切る主lj目のひ

とつに沿うては，カヤノミカニモリおよび熱，！日－性のゴマフニナ・アマオブネなどの密集群落が見られ
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第71宝I. 畠局」.f-L1~＼lj 111火山liJ.I.¥から島の)ti.Iヒ；＇111を引む。

ことは波i'(Jfかな絶好のii’｜地である。

る口 さて西北川のJ.Ji判1;lζ取りつくと，アラレタマキビ，i；；からイワ フジ ツボ ・冬j切にはフノリ，：i ~ ： .ケガ

キ ・クロフジツボ川と下っていく成層がIVJll京に刷先進できる。 イワ フジ ツボ川上位には柿に熱，： ii 1 l~I：ニの オ

オイワ フジツボを混じている。 クロ フジツボ，：: ~： は ウミトラノ オーに裂われていることが多い。

,1; ,jの北部品川、ーもJ）（いフ ラットをなしており， ζ 乙の[Jえいプーノレには ， チグリオプスと I I子ば ~l, るケン

ミジン コが繁タ111（する。 乙のフ ラット が束lζjぷきるあたりには，ウ メボシイソギンチヤク の松＼以Jti1iJ:Yが

あるコ

,1;,j の東側に姐ると ， frJ~燥の J必！升は 1 11 ;!;15 の ι；問、刀、雨が Pil~-fl とな る D ／／＇）与の (ij~f,｛ と比べて， 111;'{[5山間、lこ

はまだかなり の程皮lζ外洋l'i'-J’11u名が)ijよっている乙 とが判る。 乙乙では1＇；のml乙モエギイソギ、ンチヤク
を凡る 乙とができ る。 ζ の 1~；－ (Jtから ，1;,j の出 i十jk;/ii iζ主る「lりが，i~ 11 ,I: 1；を通じて11止も｜什1:.nH

2互!I'dである口i1:YJll〔l川’上｛11／：のあるi沼分は，ほとんどタマキビの純lffr：作 lζ1~i められてお り ， 低 i1:9J お；~iζ近い

平Jil部は，ほとんど例外なく泥をかぶって，ヒバリガイlζ訟われている。かく して，r;，）の外洋側と 1J~ 湾

仙｜！ とを比似しつつ，船をつけた店!Jtir 1’11｝りお くljjlζは，；1:iJJもあげ始めている。

大型の動物，自につき払いいちじるしいもωだけを拾っても， ,1;,jを－），＇，］する｜旧にが0200仰を数える

のが普通であるコ さらにカ キやフジツボの！日jを’，！；：1jり，i/1J；；~~の似を分け ， li'.V、や起を 1J:d って小さい！日j物ま

でを限し求めたら，乙の，1;,jでどれだけω付：JJiu):fU1物が」ょっかるのか，f;i','jljl.!C:::}:l_l｛象もつかないu

乙の止かな（，11山（）） li!J~ ］ 11 Lは，今後厳重に保，［生して，イ、h丘一.：1;:における一般行1J洋生物の主弘！なH:Jtiとし

てすり ， ~.f:Wi!Ul：先および教育のためのみならず，沿岸；j（加、繁栄のよ1.U従として役立てたいと ご「l実験IJTは

念願しているO
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